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解体工事 平成２１年１１月 屋根小屋・軒先補強  

平成２１年 12 月・平成２２年１月 



一
、
は
じ
め
に 

 
 

晴
れ
た
一
月
の
昼
過
ぎ
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
完
成
し
た
客
殿
か
ら
、

改
修
終
わ
っ
た
本
堂
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
て
い
ま
し
た
。
重
厚
な
趣
で
、
な
ん
と

美
し
い
こ
と
だ
ろ
う
か
。
隆
満
和
尚
も
、
あ
の
世
か
ら
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
、

一
人
ぼ
ん
や
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
昨
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大

震
災
の
時
の
記
憶
が
、
よ
み
が
え
り
ま
す
。
長
震
動
で
激
し
く
揺
れ
本
堂
が
つ

ぶ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
が
ウ
ソ
の
よ
う
で
す
。 

こ
れ
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
亀
山
建
設
に
出
会
い
、
見
事
な
客
殿
が
立
ち
、

さ
ら
に
本
堂
改
修
工
事
が
完
成
し
補
強
さ
れ
た
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
本
堂
改
修
工
事
が
早
期
に
出
来
た
理
由
は
、
何
と
言
っ
て
も
客
殿
建
立

の
費
用
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
本
堂
改
修
工
事
用
資
金
と
し
て
繰
越
金
が
三
千

百
万
円
も
出
来
た
こ
と
と
、
平
成
二
十
年
八
月
の
本
堂
改
修
工
事
調
査
に
思
い

も
よ
ら
ず
重
大
な
欠
陥
（
本
来
萱
葺
屋
根
構
造
の
所
を
、
瓦
屋
根
で
あ
る
こ
と

に
よ
る
丸
太
の
破
損
・
た
わ
み
・
軒
先
下
が
り
・
瓦
の
劣
化
等
重
な
り
）
が
発

見
さ
れ
早
期
に
対
応
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に

客
殿
建
立
に
続
け
て
本
堂
改
修
工
事
を
行
う
と
宿
舎
・
電
気
・
水
道
・
鉄
板
養

生
等
の
架
設
工
事
が
必
要
な
く
な
り
百
万
円
減
額
さ
れ
る
と
後
押
し
が
あ
り
、

少
し
無
理
を
し
て
で
も
、
本
堂
改
修
工
事
を
行
お
う
と
決
め
た
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

こ
の
客
殿
建
立
・
本
堂
改
修
工
事
の
成
功
は
、
亀
山
建
設
の
力
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
東
陽
寺
の
御
檀
家
様
の
暖
か
い
力
添
え
と
当
山
歴
住
の
ご
威
尽
力
に

よ
る
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に

一
言
、
客
殿
・
本
堂
を
通
じ
て
丸
二
年
間
、
駐
車
場
で
宿
舎
を
構
え
生
活
し
た

大
工
さ
ん
や
職
人
さ
ん
へ
、
手
作
り
の
差
し
入
れ
や
毎
日
の
お
茶
出
し
に
大
変

だ
っ
た
大
黒
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
喜
び
を
「
客
殿
建
立
の
軌
跡
」
の
第
二
弾

と
し
て
、
本
堂
の
改
修
工
事
の
様
子
を
皆
様
に
紹
介
し
よ
う
と
「
本
堂
改
修
工

事
の
日
記
」
と
題
し
、
作
成
し
ま
し
た
。
御
一
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

平
成
二
十
四
年
一
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 

東
陽
寺
住
職 

梅
観
宰
朋 

九
拝 

 
 

  

 
 



二
、
本
堂
改
修
工
事
調
査 

 
 

㈠
実
地
日 

 
 

 

平
成
二
十
年
八
月
十
一
日
～
十
三
日 

 

十
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日 

 
 

㈡
亀
山
建
設 

 

三
名
に
よ
り
実
施 

 
 

㈢
調
査
結
果 

 
 
 

屋
根
小
屋
の
梁
・
筋
交
い
・
丸
太
に
裂
け
や
た
わ
み
が
有
り
、
補
強
の 

必
要
を
指
摘
さ
れ
た
。(

参
照 

三
、
本
堂
改
修
工
事
概
要
七
ペ
ー
ジ) 

 
 

瓦
の
葺
替
え
に
併
せ
本
堂
改
修
工
事
（
補
強
工
事
）
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。 

㈣
本
堂
傷
み
状
況
写
真 

 
 
 

「
昭
和
十
三
年
建
立
し
た
本
堂
全
景
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

「
屋
根
小
屋
梁
の
柄
が
浮
い
て
い
る
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

「
屋
根
小
屋
内 

つ
な
ぎ
目
の
所
が
浮
い
て
い
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

屋
根
小
屋
内 

「
裂
け
て
い
る
所
が
あ
る
」 

 

 

屋
根
小
屋
内
「
柱
が
細
い
」「
中
心
よ
り
ず
れ
て
い
る
」 

 

 

屋
根
小
屋
内
「
つ
な
ぎ
目
が
良
く
な
い
。
裂
け
て
い
る
」 

 

 
 屋

根
小
屋
内 

「
繋
ぐ
目
が
不
良
」 

 

 

屋
根
小
屋
内 

「
筋
交
い
が
折
れ
て
い
る
」 

 

 

屋
根
小
屋
内 

「
繋
ぎ
目
が
外
れ
て
い
る
」 

 



  
 

屋
根
小
屋
内 

 
 

「
細
い
木
で
組
み
合
わ
せ
て
い
る
」 

 

  

 

 

屋
根
小
屋
内 

 

「
左
の
柱
の
下
の
部
分
に
ひ
び
割
れ
」 

 

  

「
向
拝
の
軒
先
腐
り
状
況
」 

 
 
 

 

 

「
本
堂
屋
根
小
屋
に
大
量
な
ワ
ラ
」 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

 

三
、
本
堂
改
修
工
事
概
要 

 
 
 

㈠
本
堂
改
修
工
事
の
内
容 

 
 
 
 
 

改
修
工
事
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

第
一
に
は
、
屋
根
裏
小
屋
補
強
・
本
堂
内
壁
補
強
・
床
下
基
礎
補
強 

等
の
本
堂
補
強
工
事
。第
二
に
は
、
瓦
葺
き
替
え
工
事
。第
三
に
は
、 

冷
暖
房
設
備
・
本
堂
水
洗
い
工
事
・
畳
替
等
の
雑
工
事
で
す
。 

こ
の
中
で
第
一
の
本
堂
補
強
工
事
は
、
か
な
り
大
掛
か
り
な
工
事
で 

こ
ん
な
大
き
な
木
（
４
２
㎝×

３
０
㎝･

長
さ
５
ｍ
も
あ
る
松
の
大 

木
二
本
）
を
使
う
と
は
、
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
れ
に
比
べ
今
回
は
じ
め
て
寺
の
本
堂
屋
根
裏
を
見
て
、
柱
が
意
外 

に
細
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
最
も
太
い
木
で
も
２
５
㎝
で
、
あ
と 

は
２
０
㎝
前
後
の
木
を
木
の
曲
が
り
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
も
の
の
見 

事
に
組
み
合
せ
て
い
る
の
が
昔
の
本
堂
の
現
状
で
す
。
あ
る
意
味
で 

は
、
昔
の
宮
大
工
の
技
術
の
す
ご
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
補
強
工
事
は
、
見
た
目
で
は
わ
か
ら
な
い
所
が
多
く
補
強
さ
れ 

て
い
ま
す
。
以
下
補
強
場
所
毎
に
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 
 

㈡
本
堂
補
強
工
事 

 
 
 
 
 

⒜
屋
根
小
屋
の
補
強 

今
回
亀
山
建
設
の
補
強
の
目
玉
は
、
何
と
言
っ
て
も
屋
根
小
屋
補
強 

で
す
。
補
強
の
第
一
は
、
本
堂
の
中
心
で
あ
る
四
本
の
通
柱
を
上
か 

ら
し
っ
か
り
押
さ
え
る
よ
う
に
通
柱
の
上
に
４
２
㎝
級
の
柱
が 

二
本
渡
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
は
二
本
だ
け
が
通
柱
の
上
を
通
さ
れ
て 

い
ま
し
た
が
、
今
回
追
加
に
よ
り
、
正
し
く
四
角
形
で
固
定
さ
れ 

屋
根
全
体
の
補
強
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

小
屋
補
強
の
二
番
目
は
、
調
査
で
発
見
さ
れ
た
小
屋
梁
の
亀
裂
部 

二
箇
所
に
、
両
側
か
ら
新
規
材
を
添
え
て
補
強
し
ま
し
た
。 

次
に
三
番
目
の
補
強
は
、
少
し
下
が
っ
た
軒
先
を
引
き
上
げ
す
る
為 

の
工
事
で
す
。 

  

軒
先
の
桔
木
の
間
隔
を
一
間
に
狭
ば
め
、
現
状
の
桔
木
間
隔
の
真 

中
に
あ
ら
た
に
桔
木
を
入
れ
、
さ
ら
に
屋
根
の
四
隅
に
は
、
新
規 

桔
木
丸
太
を
二
本
づ
つ
、
６
箇
所
設
置
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
屋
根
小
屋
の
各
種
角
隅
に
火
打
梁
２
６
本
が
打
た
れ
ま
し
た
。 

屋
根
小
屋
に
筋
交
い
（
６
㎝×

１
５
㎝
角
の
板
）
を
８
０
枚
が
新
規
に 

追
加
さ
れ
補
強
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 



 
 
 

「
屋
根
小
屋
で
補
強
し
た
図
」 

 

 

 

「
屋
根
の
軒
先
引
き
上
げ
る
補
強
」 

 



 
 
 
 
 

⒝
本
堂
内
壁
の
補
強 

 
 
 
 
 
 

本
堂
の
壁
十
三
箇
所
に
、
上
下
ダ
ブ
ル
に
２
４
㎝×

９
㎝×

 

約
３
ｍ
の
板
６
８
本
を
使
い
、X

型
に
筋
交
を
入
れ
補
強
し
た
。 

さ
ら
に
客
殿
側
の
壁
三
箇
所
は
、
防
火
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

⒞
床
下
基
礎
の
補
強 

 
 
 
 
 
 

火
打
梁
１
５
㎝
角
を
四
箇
所
設
置
し
ま
し
た
。 

土
台
（
１
８
㎝×

１
８
㎝×

約
３
ｍ
の
柱
）
二
箇
所
新
設 

土
台
の
柱
一
本
腐
っ
て
い
る
所
を
根
継
し
、
プ
レ
ー
ト
で 

挟
み
補
強
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 ㈢

瓦
葺
替
え
工
事 

 
 
 
 

瓦
の
枚
数
は
各
種
十
数
種
類
で
約
６
７
０
０
枚
使
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
鬼
瓦
は
、
高
価
な
も
の
で
、
一
対
で
８
０
万
円
も

す
る
。 

 
 
 
 

今
回
、
唯
一
昭
和
十
三
年
に
葺
い
た
瓦
を
使
っ
た
所
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
は
、
向
拝
部
分
の
先
端
に
獅
子
の
形
を
し
た
瓦
で
す
。 

 
 
 

こ
の
瓦
葺
替
え
工
事
の
費
用
は
、
約 

壱
千
万
円
で
、
内
訳
は
、 

 
 
 
 
 
 
 

①
瓦･

材
料
費･

運
搬
費
で 

５
６
０
万
円 

 
 
 
 
 
 
 

②
瓦
葺
替
え
手
間 

 
 
 

４
８
０
万
円 

 

と
非
常
に
安
く
出
来
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
修
工
事
の
た
め
の
、
絶

対
に
必
要
不
可
欠
な
工
事
で
あ
る
、
仮
設
工
事
（
４
０
０
万
円
）
と

解
体
工
事
（
４
５
０
万
円
）
を
合
算
し
た
費
用
と
ほ
ぼ
同
じ
に
出
来

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。 

 
 
 



 
 
 

 

㈣
そ
の
他
雑
工
事 

 
 
 
 

今
回
の
本
堂
改
修
工
事
の
付
帯
工
事
と
し
て
雑
工
事
を
位
置
付 

け
、
予
算
が
余
っ
た
時
点
で
、
優
先
順
位
を
付
け
発
注
す
る
計
画
に 

し
た
。（
当
初
寺
の
予
算
は
、
五
千
万
円
だ
っ
た
。） 

亀
山
建
設
の
第
一
回
費
用
見
積
が
五
千
百
三
十
万
円
（
税
込
抜
き
）
で 

あ
り
、
寺
か
ら
四
千
五
百
万
円
で
改
修
工
事
を
完
成
し
た
い
と
申
し 

入
れ
、
結
果
と
し
て
、
第
二
回
見
積
は
、
寺
の
要
求
通
り
四
千
五
百 

万
円
（
税
込
抜
き
）
で
あ
っ
た
。 

最
終
的
に
客
殿
委
員
の
諸
岡
委
員
及
び
責
任
役
員
会
各
委
員
と 

相
談
し
、
こ
の
金
額
で
進
め
る
こ
と
に
し
た
。 

主
な
減
額
し
た
項
目
は
、 

①
本
堂
全
体
の
わ
ず
か
な
傾
斜
を
補
正
す
る
工
事
（
不
陸
建
て
起
し
） 

 
 

亀
山
建
設
か
ら
は
、
今
回
不
陸
建
て
起
し
の
工
事
を
行
わ
な
い 

こ
と
で
、
以
後
致
命
傷
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
少
な
い
、 

無
理
し
て
や
る
べ
き
こ
と
で
も
な
い
と
の
助
言
が
あ
っ
た
。 

（
不
陸
建
て
起
し
約
三
百
三
十
万
円
減
額
） 

②
筋
換
え
で
壊
す
所
以
外
は
漆
喰
壁
の
塗
り
替
え
を
止
め
、
漆
喰
壁 

の
良
好
な
場
所
を
ペ
ン
キ
塗
り
に
変
更 

（
約
百
万
円
減
額
） 

③
客
殿
工
事
延
長
で
本
堂
改
修
す
る
場
合
、
既
に
宿
舎
が
あ
り
、 

水
道･

電
気･

鉄
板
養
生
等
の
必
要
が
な
く
、
仮
設
工
事
減
額
分 

（
約
百
万
円
減
額
） 

④
本
堂
の
外
壁
板
再
利
用･

電
気
料
金･

そ
の
他
経
費
減
額 

 
 

（
約
百
万
円
減
額
） 

 
 
 
 

⒜
冷
暖
房
設
備 

 
 
 
 
 
 
 

動
力
源
は
、
寺
の
電
気
源
と
別
で
、本
堂
外
に
設
置
さ
れ
、 

二
台
の
空
調
設
備
が
、
天
井
上
に
収
納
さ
れ
本
堂
内
に
何
も 

無
い
よ
う
に
ス
ッ
キ
リ
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
屋
根 

工
事
で
足
場
が
あ
り
、
天
井
の
張
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ 

せ
て
出
来
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

費
用
は
二
百
四
十
万
円
で
し
た
。 

 

 

 ⒝
本
堂
水
洗
工
事 

 

当
初
は
行
わ
な
い
予
定
で
し
た
が
、
他
の
業
者
さ
ん
か
ら
見
積 

し
た
結
果
、
亀
山
建
設
の
方
が
か
な
り
安
く
出
来
る
こ
と
と
、 

今
回
足
場
が
あ
る
の
で
、
足
場
が
無
い
時
と
比
べ
、
百
万
円
も 

安
く
出
来
る
為
、
お
勧
め
と
の
こ
と
で
や
る
事
に
し
ま
し
た
。 

亀
山
建
設
の
提
示
は
、
外
壁
水
洗
百
五
十
万
円･

本
堂
内
水
洗 

百
十
万
円
で
し
た
。
そ
こ
で
、
予
算
上
の
制
限
を
考
慮
し
て
、 

外
回
り
の
み
注
文
し
、
本
堂
内
は
五
月
連
休
の
５
日
間
か
け
て
、 

私
が
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

実
際
は
、
か
な
り
プ
ロ
の
職
人
さ
ん
が
私
を
指
導
し
て
く
れ 



 

且
つ
手
伝
っ
て
く
れ
た
お
陰
で
、
道
具
や
ワ
ッ
ク
ス
も
タ
ダ
で 

出
来
ま
し
た
。 

水
洗
い
し
た
結
果
、
木
の
光
が
出
て
、
見
違
え
る
程
美
し
く
な 

り
、
感
激
し
ま
し
た
。 

 

「
本
堂
の
垂
木
・
組
物
・
小
口
に
ペ
ン
キ
塗
り
・ 

水
洗
い
し
て
い
る
情
景
」 

 

 ⒞
そ
の
他
工
事 

（
合
計
二
百
十
万
円
） 

①
畳
替 

(

６
３
枚
を
新
調･

処
分
費
用
十
六
万
円
含
む) 

  

八
十
万
円 

②
駐
車
場
ゲ
ー
ト
・
フ
ェ
ン
ス 

 
 
  

 
 

五
十
万
円 

③
水
屋
改
修
工
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
十
万
円 

④
参
道
敷
石
修
理･

駐
車
場
ジ
ャ
リ
整
備 

  

十
五
万
円 

⑤
散
水
洗
三
本
増
設･

本
堂
屋
根
小
屋
新
規
柱
・
梁
に 

防
腐
剤
塗
布
・
本
堂
雨
戸
修
復･

そ
の
他 

三
十
五
万
円 

 
 
 
 

 

「
駐
車
場
ゲ
ー
ト
・
フ
ェ
ン
ス
設
置
」 

「
参
道
敷
石
修
理･

駐
車
場
ジ
ャ
リ
整
備
」 

 

 
 

「
水
屋
修
繕
」 

 



 
 
 
 

㈤
収
支
報
告 

 
 
 
 
 
 

⒜
総
収
入 

 
 

五
千
七
百
万
円 

 
 
 

内
訳 

ⓐ
客
殿
建
立
繰
越
金 

 

３
１
２
８
万
円 

ⓑ
寺
の
積
立
金 

 
 
 

２
０
０
０
万
円 

ⓒ
特
別
寄
進 

 
 
 
 
 

２
０
０
万
円 

ⓓ
そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

３
７
２
万
円 

⒝
総
支
払 

 
 

五
千
七
百
万
円 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

内
訳 

ⓐ
本
契
約
分 

 
 
 
 

４
７
８
０
万
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⓑ
追
加
工
事
分 

 
 
 
 

６
０
０
万
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⓒ
そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

３
２
０
万
円 

㈥
本
堂
改
修
業
者 

 
 
 

客
殿
建
立
の
施
工
に
引
き
続
き
亀
山
建
設
が
担
当
し
た
。 

 
 
 

「
亀
山
建
設
会
社
概
要
」 

 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
関
市
稲
口
１
０
３
７ 

 

設
立
昭
和
十
二
年
。 

 
 
 
 
 
 

社
員
数
百
名 

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
自
動
制
御
活
用
。 

 
 
 
 
 
 

先
代
社
長
・
現
社
長
は
平
成
の
名
工
に
大
臣
賞
受
賞
。 

 
 
 
 
 
 

宮
大
工
と
近
代
技
術
融
合
し
、
岐
阜
の
地
を
生
か
し
、

木
材
を
自
社
貯
蔵
庫
に
事
前
保
管
す
る
技
術
集
団
。 

 
 
 
 

㈦
本
堂
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 
 

約
８
ヶ
月
間 

 
 
 
 
 
 
 

①
改
修
工
事
着
工 

 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
一
年
十
月 

 
 
 
 
 
 
 

②
床
下
補
強
工
事 

 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
一
年
十
月 

 
 
 
 
 
 
 

③
本
堂
壁
筋
交
・
瓦
降
し 

 
 
 

平
成
二
十
一
年
十
一
月 

 
 
 
 
 
 
 

④
瓦
降
し
・
屋
根
小
屋
補
強
工
事  

平
成
二
十
一
年
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 

⑤
屋
根
小
屋
・
軒
先
補
強
工
事 

平
成
二
十
二
年
一
～
二
月 

              

⑥
屋
根
地
施
工
・
瓦
葺
替
え 

 

平
成
二
十
二
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 

⑦
瓦
葺
替
え 

 
 
 
 
 
   

平
成
二
十
二
年
四
月 

 
 
 
 
 
 
 

⑧
左
官
・
板
金
・
電
気
そ
の
他 

平
成
二
十
二
年
五
月 

 
 
 
 
 
 
 

⑨
改
修
工
事
完
了 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
五
月 

 

  
 

客
殿
東
側
に
新
設
さ
れ
た
庭
園
に
昭
和
十
三
年
に
焼
か
れ
た 

 
 

鬼
瓦
を
設
置 
 

（
横 

１
８
０
㎝ 

高
さ 

１
５
０
㎝
） 

 

 
 
 
 
 
 



 四、収支報告    
期間 : 平成 21年 10月より平成 22年８月まで 

   収入                単位：円（万円単位に四捨五入） 

  

 

   

     

  支出                 単位：円（万円単位に四捨五入） 

    科目   予算額 実績   備     考 

１．改修工事 本体 総費用 ⓐ＋ⓑ＋ⓒ 55,000,000 55,410,000 総支出５千５百万円  

 ⑴本契約工事費用－－－－－－－ⓐ 50,000,000 47,800,000 内で収める予定が   

  内訳 ①補強工事/大工手間 18,000,000 18,000,000 若干オーバーした。     

     ②瓦葺替工事解体含む 15,000,000 15,000,000  

      ③電気･左官･板金工事 9,500,000 8,300,000 「原因」 

      ④仮設工事 5,000,000 4,000,000  追加工事  

          ⑤木材代金 2,500,000 2,500,000 雑工事増加     

 ⑵追加工事－－－－－－－－ⓑ 3,000,000 6,000,000  

  内訳 ①冷暖房設備   2,500,000  

      ②本堂水洗い   1,500,000  

      ③畳交換   820,000  

          ④雑工事   1,180,000  
    参道修理・水屋修理・シャッターフェンス新設･駐車場･

防腐剤小屋丸太にぬる      

 ⑶付帯工事（植木･造園）ーーⓒ 2,000,000 1,610,000 「造園費用減額」   

   内訳 ①植木造園費用 1,900,000 1,500,000 安行植木センターより 

      ②セコム関連費用 100,000 110,000 植木購入・造園に  

２、運用費用 総計 1,530,000 1,360,000  より削減     

⑴大工接待･お茶 7ヶ月分 420,000 350,000  

⑵完成慰労会・金一封(30万円） 510,000 500,000  

⑶その他運用費（額・掛け軸修繕費・水道電気代・技術料） 600,000 510,000  

支払 総 計 （改修工事本体総費用＋運用費用総計） 56,530,000 56,770,000  

 

 

 

 

 

   科目   予算額 実績  備    考 

１．本堂関連総収入     当初予想より 

 ⑴寺 積立金 20,000,000 20,000,000 多くの方の寄付があっ 

 ⑵客殿繰越金 31,280,000 31,280,000 た。１０名      

 ⑶志納金 500,000 2,000,000  

 ⑷その他      

  寺の緊急時予備費及び運用費用より組み入れ 4,750,000 3,490,000  

  収入  総 計 56,530,000 56,770,000  



                                           

五、月次スケジュール 
                                                     

         平成二十一年 十月               
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 １ 週  ｜第 ２ 週  ｜第 ３ 週  ｜第 ４ 週  ｜第 ５ 週  ｜   
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 荷物移動     本堂内法材・外壁材   ＜床下 補強 ＞＜  本堂内 壁 筋交い補強＞   第        
  本尊様法要道具  取り外し（２名）      大工２名       大工２名        一     
    客殿に設置    石碑・本堂内養生  耐震壁解体                                           現     
 （住職・大黒）      足場組   (ﾄﾗｯｸ２台・５名)                    場     

                                                                                    確     

                                                認     
                                      床下補強・本堂内 

                                                  筋交い確認 

                                     古田棟梁・諸岡氏 

 

 

            平成二十一年 十一月               
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 １ 週  ｜第 ２ 週  ｜第 ３ 週  ｜第 ４ 週  ｜第 ５ 週  ｜   
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

      <  床下火打梁・床下補強 ＞< 本堂内壁下地 ＞< 屋根小屋補強材加工 ＞ 

            大工２名       大工３名      大工３名 

 

                      < 瓦降し開始    野地板撤去  ＞      

                      ｸﾚｰﾝ１台･ﾄﾗｯｸ１台  ｸﾚｰﾝ１台･ﾄﾗｯｸ２台 

                       解体手作業 5 名    解体手作業６名 

                  ○ 

               床下配線確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

            平成二十一年 十二 月               
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 １ 週  ｜第 ２ 週  ｜第 ３ 週  ｜第 ４ 週  ｜第 ５ 週  ｜   
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

  ＜野垂木打ち＞      ＜ 屋根小屋補強梁設置  ＞ 

    大工 3 名       ｸﾚｰﾝ車 1 台・大工４名 大工５名 

      ＜岐阜工場小屋  工場より搬入    ＜軒先・桔木型取＞ 

       補強梁加工＞   ４ｔﾄﾗｯｸ          ＜  岐阜工場 茅負・桔木加工作業  ＞ 

 ＜屋根地解体＞ 

 ｸﾚｰﾝ１台･ﾄﾗｯｸ１台 

 解体手作業 5 名                屋根小屋 

                          電気工事 1 名 

            8 日 

          突風、本堂ｼｰﾄ      ＜向拝前の小屋両サイド・中央部分腐り発見＞ 

          危険な状況             調査時点で見えない所 

 

 

 

 



            平成二十二年 一月               
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 １ 週  ｜第 ２ 週  ｜第 ３ 週  ｜第 ４ 週  ｜第 ５ 週  ｜   
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

               ＜軒反り調査＞          ＜  軒反り・ 桔木   設置   ＞ 

               大工 4 名           大工 4 名   大工５名 

                  ＜岐阜工場 茅負・桔木加工＞工場より搬入 

                                      工場より搬入 

                                   ｸﾚｰﾝ車 1 台        第 

                                    二日作業        ２ 

                                                回 補 

                                                屋 強 

        第二回検査内容                                 根 検 

      1．立会い者                                     小 査 

        亀山建設社長・古田棟梁・諸岡氏                         屋 

      2、検査内容                                  

        ①向拝軒先腐り状況確認と対応策  ②屋根小屋補強確認                                                                                                                                 

        ③客殿建立 1 年後床下状況確認 ④第 1 回確認会の対応状況ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ                                 

                                                                                   

 

          平成二十二年 二月               
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 １ 週  ｜第 ２ 週  ｜第 ３ 週  ｜第 ４ 週  ｜   
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

  ＜ 屋  根  地  施  工  ＞ ＜  向 拝 ・ 箕 甲  施 工 ＞ 

   大工 5 名    3 名 大工 4 名    大 工 5 名 

                         瓦屋            瓦搬入 

   電気工事     電気工事      現場確認          ４ｔﾄﾗｯｸ 2 台 

    1 名 1 日     1 名 1 日                       作業員 2 名 

古田棟梁 

            床下・小屋点検 

    

   屋根下板               丸太 2 本 

   搬入（４ｔ）             4ｔﾄﾗｯｸ 

                      ｸﾚｰﾝ 1 台 

 

 

 

          平成二十二年 三月               
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 １ 週  ｜第 ２ 週  ｜第 ３ 週  ｜第 ４ 週  ｜第 ５ 週  ｜   
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 ＜屋根地施工＞   ＜妻壁施工下地＞  ＜その他雑工事＞                屋根板 

  大工 3 名       大工 3 名      水屋修繕                  搬入 

     ＜工場造作材準備＞ 

 

＜ 瓦 桟 打 ち  ＞   ＜     屋    根   葺     施     工    ＞   

  瓦職人 4 名     足場搬入・瓦搬入        瓦 職 人 4 名   瓦搬入(ﾄﾗｯｸ 1 台) 

                  ﾄﾗｯｸ 2 台                   屋根の土搬入 1 台 

＜荒壁・左官 2 名＞     ＜妻壁 施工＞              ＜漆喰壁下塗り＞ 

               左官 4 名                   左官 3 名 

           ＜板金屋＞               ＜春彼岸作業中止＞ 

            2 名 

                 ＜暖房設備・本堂水洗い見積依頼＞ 

                            台風並み突風 

                         ・足場崩れる・仮設トイレ飛ぶ 

                         ・テント飛ぶ 



          平成二十二年 四月               
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 １ 週  ｜第 ２ 週  ｜第 ３ 週  ｜第 ４ 週  ｜第 ５ 週  ｜   
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

           ＜壁下地＞＜天井板破損発見・対応検討   天井板 破損 対応 施工     ＞      

            大工２名      大工２名      大工２名  大工４名・8 名・7 名     

                                                                             4t ﾄﾗｯｸ 

 ＜    屋    根   葺    施    工  ＞                  <足場撤去> 

          瓦 職 人 3 名                             ﾄﾗｯｸ 3 台 

                                                作業員 3 名 

＜妻壁施工＞      ＜軒下壁施工＞ 

   左官 3 名    左官 3 名 

                       ＜板金＞     ＜板金＞＜板金＞   ＜板金＞ 

                        1 名       1 名  3 名     2 名・1 名 

          ＜垂木塗装＞＜  本 堂  外 部   水 洗 い   ＞ 

            3 名   3 名   1 名       3 名 

            ＜電気配線＞    ＜冷暖房設備＞ ＜冷暖房設備＞  <畳寸法取り> 

              1 名         2 名       2 名 

    本堂内                           社長・古田棟梁 

   雨漏れ発見    石屋ｽﾛｰﾌﾟ       ＜水屋修繕＞      天井板破損  ＜本堂雨戸修繕＞ 

              寸法取り                      状況確認 

     「原因」三月の時雨                                              「原因」本堂内落下物養生 

        養生が良くなかった。                                            ﾈｯﾄ・ベニヤ保護がされてない為 

                                  「対応」本堂入口全体新規天井板変更 

                                    本堂奥天井板は、割れたものは修復し 

                                    割れてないものと組み合わせて貼る対応 

 

 

 

          平成二十二年 五月               
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 １ 週  ｜第 ２ 週  ｜第 ３ 週  ｜第 ４ 週  ｜第 ５ 週  ｜   
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

天井板        ＜ 床 補 強＞＜本堂外壁板修繕＞  ＜客殿床板廊下修繕＞     社内検査 

6 名          大工 2 名     大工 2 名        大工 2 名        社長・古田棟梁 

＜掃除片付け＞ 

           ＜漆喰壁仕上げ＞            ＜客殿廊下壁仕上げ＞ <ｽﾛｰﾌﾟ修繕＞ 

            左官 4 名                   左官 4 名    ＜参道修繕＞ 

                                             ＜駐車場整備＞ 

                       ＜畳搬入 2 名＞   ＜大間畳搬入 2 名＞    畳調整 

＜    本 堂    外  部     水 洗 い   ＞ 

 2 名         1 名       2 名 

       ＜配線・自火報知復旧＞    ＜電気工事＞    ＜自火報知ﾃｽﾄ＞  ＜自火報知ﾃｽﾄ＞ 

            電気屋 3 名        1 名        ｾｺﾑ 2 名・電気 3 名 

           ＜仮設住宅撤去＞    ＜U 字溝掃除＞＜参道石修繕＞        ＜U 字溝掃除＞ 

              ＜養生鉄板撤去＞  作業員 2 名   石屋 2 名          <ﾄｲﾚ撤去＞ 

            ｸﾚｰﾝ車 1 台･ﾄﾗｯｸ 2 台                           ｺﾞﾐ撤去 

  ＜連休作業休み＞   ＜慰労会＞                ＜仏具移動＞ 本堂での ＜植木移動＞ 

  住職：本堂内                            2 名  法要開始  植木屋 4 名 

     水洗い                                                                               5 月 30 日 

  大黒：床下掃除                        客殿より本堂へ        報恩会 

                                 本尊様・法要道具移動 

                                  （住職・大黒） 

                                       ・屋根小屋梁雑巾賭け 

                                       ・ボルトナット締め確認 

                                       ・板の割れ確認 （住職） 

                                     



 

五
、
本
堂
改
修
工
事
風
景
あ
れ
こ
れ 

 

㈠
床
下
補
強
・
本
堂
内
筋
交
い
追
加
状
況 

 
 
 
 

 
 
 
 

「
床
下
の
柱 

ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
で
固
定
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 「
本
堂
内
壁
に
筋
交
い
を
新
設
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈡
瓦
降
し
作
業
風
景 

 
 
 

①
「
大
型
ク
レ
ー
ン
で
瓦
を
下
ろ
す
様
子
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

②
「
瓦
が
撤
去
さ
れ
、
下
地
が
現
れ
た
状
況
」 

 
 

 
 

 
 



  
 

 

③
「
下
地
板
を
剥
が
し
て
い
る
様
子
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

④
「
下
地
板
全
て
撤
去
完
了
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 

㈢
屋
根
小
屋
補
強 

 
 
 

「
本
堂
西
側
の
軒
先
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
    

「
４
２
㎝
の
太
い
梁 

 

法
堂
の
通
柱
の
上
部
分
」 

 



   
 

「
屋
根
小
屋
中
央
部
分
」 

 

「
白
い
管
は
、
冷
暖
房
装
置
の
配
管
」  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

「
屋
根
小
屋
東
側 

妻
壁
裏
側
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

「
屋
根
小
屋 

西
側
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

「
屋
根
小
屋 

北
奥
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



「
本
堂
南
西
角
の
軒
先
を
吊
り
上
げ
る
為
、
桔
木
を
二
本
組
新
設
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
本
堂
西
中
央
の
軒
先
を
吊
り
上
げ
る
為
の
桔
木
新
設
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈣
屋
根
葺
替
え 

  

①
「
下
地
板
を
貼
る
準
備
、
新
し
い
板
を
骨
組
み
に
追
加
し
て
い
る
様
子
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

②
「
新
し
い
下
地
板
が
張
ら
れ
た
状
況
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



   
③
「
瓦
の
下
地
板
の
上
に
シ
ー
ト
を
張
り
、
防
水
し
て
い
る
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

④
「
シ
ー
ト
を
止
め
、
瓦
の
下
地
板
施
工
が
完
成
し
た
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

⑤
「
瓦
を
屋
根
に
乗
せ
、
葺
き
替
え
開
始
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

⑥
「
瓦
を
敷
い
て
い
る
様
子
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



    

⑦
「
瓦
葺
替
え
完
成
」 

 

 

 

  

㈤
本
堂
か
ら
の
発
見 

一
つ
は
、
本
堂
基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
石
が
埋
め
込
ま
れ
て
あ
り
そ
の
石
に
本

堂
の
再
建
の
当
時
の
記
録
が
あ
り
ま
し
た
。
石
の
場
所
は
本
堂
の
東
、
客
殿
か
ら

本
堂
に
入
る
渡
廊
下
の
下
の
基
礎
の
所
で
す
。 

 

萬
年
山
東
陽
寺
大
正
十
二
年
九
月
大
震
火
災
為
浅
草
区 

高
原
町
依
伊
興
村
狭
間
移
轉 

昭
和
五
年
七
月
吉
祥
日 

復
興
本
堂
建
立 

現
住
廿
四
世 

圓
晃
隆
満 

檀
家
総
代 

 

木
下
藤
二
郎 

同 
 
 
 
 

長
野
文
造 

同 
 
 
 
 

中
村
つ
ね 

 
 

当
寺
檀
信
徒 

一
同 

監
督
人 

 
 

伊
藤
新
太
郎 

棟
梁 

 
 
 

鯨
井
文
蔵 

石
工
統
領 

 

元
井
義
次
郎 

鳶
頭 

 
 
 

田
中
辰
五
郎 

大
工 

頭
人 

鯨
井
伊
助 

石
工 

頭
人 

木
原
浅
次
郎 

 

と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 



  
二
つ
は
、
屋
根
裏
に
棟
板
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
棟
板
は
、
棟
梁
が
建
て
た
本
堂
を
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。 

棟
板
の
大
き
さ
は
、
横
十
七
㎝
・
高
さ
百
四
㎝ 

有
り
、 

私
の
祖
父 
当
山
二
十
四
世
円
晃
隆
満
大
和
尚
四
十
一
歳
の
時
に
書
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

表 

 

無
為
眞
人
現
面
門 

 
 

智
慧
愚
愚
痴
通
般
若 

 
 
 
 
 
 
 

萬
難
潜
消 

奉
祈
祷 

南
無
釈
迦
牟
尼
佛
及

護
法
善
神
専

大
雄
寶
殿
建
立 

諸
縁
吉
慶 

靈
光
分
明
輝
大
千 

 
 
 

神
鬼
何
處
着
手
脚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
盗
双
除 

 

裏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

東
陽
現
住
隆
満
沙
沙
門 

四
拾
壱
才 

奉
納
昭
和
十
二
年
三
月
七
日
上
棟
吉
祥
之
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

棟
梁 

鯨
井
文
藏 

 

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

右
が
昭
和
十
三
年
の
棟
板
・
左
今
回
本
堂
に
掛
け
た
棟
板 

 

 

㈥
本
堂
改
修
工
事
完
了
後
宿
舎
撤
去 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

七
、
寄
付
一
覧 

 
 

 

総
額 

 

二
百
万
円 

  
 

五
十
万
円 

 

長
野
靖
様 

 
 

四
十
万
円 

 

新
井
昭
司
様 

 
 

三
十
万
円 

 

佐
藤
進
様 

 
 

二
十
万
円 

 

黒
川
泰
芳
様 

 
 

十
万
円 

 
 

井
上
時
子
様 

 
 

十
万
円 

 
 

伊
藤
晴
國
様 

 
 

十
万
円 

 
 

臼
倉
房
子
様 

 
 

十
万
円 

 
 

角
田
昌
隆
様 

 
 

十
万
円 

 
 

小
林
ト
ク
様 

 
 

十
万
円 

 
 

豊
田
正
一
様 



八
、
あ
と
が
き 

  
 

今
回
、
あ
と
が
き
を
お
寺
の
責
任
役
員
黒
川
泰
芳
様
に
、
頂
き
ま
し
た
。 

 

此
の
度
、｢
本
堂
改
修
工
事
の
日
記｣

が
創
刊
さ
れ
、
誠
に
お
め
で
と
う
御
座
い

ま
す
。｢

客
殿
建
立
の
軌
跡｣

の
第
二
弾
と
い
う
事
で
、
た
い
へ
ん
興
味
深
く
拝
読

致
し
ま
し
た
。 

顧
み
ま
す
と
、
宰
朋
和
尚
様
が
当
山
の
御
住
職
就
任
第
一
声
と
し
て
十
ヶ
年
計

画
で
客
殿
建
立
を
完
成
さ
せ
る
事
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
予
算
編
成
や
資

金
調
達
及
び
施
工
業
者
選
定
等
、
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
緻
密
な
判
断
力
で

我
々
役
員
会
を
リ
ー
ド
さ
れ
、
計
画
通
り
建
立
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
当
時
、

私
も
客
殿
委
員
を
兼
務
し
て
居
り
ま
し
た
の
で
、
客
殿
建
立
の
建
設
工
事
経
過
に

つ
き
ま
し
て
は
、
亀
山
建
設
本
社
工
場
の
視
察
に
随
行
し
た
り
、
地
鎮
祭
や
棟
上

げ
式
そ
し
て
落
慶
式
に
至
る
ま
で
、
基
礎
工
事
か
ら
建
屋
の
建
築
工
事
ま
で
時
折

お
寺
に
参
詣
す
る
度
に
拝
見
し
て
居
り
ま
し
た
。
従
っ
て
或
る
程
度
、
客
殿
全
体

の
構
造
を
理
解
出
来
、
素
晴
し
い
客
殿
の
竣
工
を
喜
ん
で
居
り
ま
し
た
。 

さ
て
次
は
悠
々
本
堂
建
て
替
え
工
事
が
最
大
課
題
と
思
い
最
低
五
～
六
年
計

画
位
で
達
成
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
自
分
勝
手
の
予
測
を
立
て
て
居
り
ま
し
た
が
、

既
に
宰
朋
和
尚
様
は
亀
山
建
設
工
事
ス
タ
ッ
フ
と
、
切
り
詰
め
た
予
算
内
で
万
全

な
補
強
工
事
を
含
め
た
本
堂
の
改
修
工
事
を
発
注
さ
れ
る
事
を
役
員
会
に
提
案

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
客
殿
完
成
後
、
直
ち
に
準
備
に
入
り
、
平
成
二
十
一
年
十
月

着
工
か
ら
僅
か
八
ヶ
月
で
同
二
十
二
年
五
月
ま
で
に
完
成
さ
れ
ま
し
た
。 

一
見
、
突
貫
工
事
の
様
に
見
受
け
ら
れ
、
基
礎
部
分
や
内
部
床
下
や
内
壁
及
び

屋
根
裏
等
の
補
強
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
殆
ど
外
見
す
る
事
が
出
来
ず
、
本
書
で

写
真
入
り
の
詳
細
な
説
明
書
き
を
拝
読
し
充
分
に
理
解
出
来
ま
し
た
。
成
程
こ
れ

程
迄
、
完
璧
に
補
強
さ
れ
た
故
去
年
の
東
日
本
大
震
災
の
、
あ
の
激
し
い
長
振
動

に
も
耐
え
ら
れ
た
の
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。 

其
れ
に
し
て
も
私
が
予
測
し
た
事
が
実
行
さ
れ
て
い
た
ら
本
堂
は
無
残
に
崩

壊
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
背
筋
が
凍
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら

宰
朋
和
尚
様
の
強
運
と
慧
眼
に
益
々
敬
服
の
念
を
深
く
致
し
ま
し
た
。 

此
の
度
、
第
一
作｢

客
殿
建
立
の
軌
跡｣

及
び
第
二
作｢

本
堂
改
修
工
事
の
日
記｣

を
拝
読
し
、
一
貫
し
て
感
じ
ま
し
た
事
は
、
こ
れ
程
迄
の
大
工
事
に
、
裏
方
と
し

て
和
尚
様
を
献
身
的
に
支
え
ら
れ
た
奥
様
の
内
助
の
功
を
称
え
ま
す
と
共
に 

 
 

  

工
事
に
携
わ
っ
た
亀
山
建
設
関
係
者
の
皆
様
の
御
努
力
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
陽
寺
様
の
益
々
ご
発
展
と
檀
信
徒
の
皆
様
の
健
康

御
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
拙
文
に
て
汗
顔
赤
面
し
つ
つ
筆
を
置
か
せ
て
頂
き

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
川
泰
芳
拝 

  
 

平
成
二
十
年
八
月
三
十
一
日 

客
殿
上
棟
式 

東
陽
寺
に
て
撮
影 

 

 



          
 
 
 
 
 
 
 
 

       

        
 

 

「
編
集
後
記
」 

 
 
 
 
 

今
回
の
本
堂
改
修
工
事
の
日
記
を
作
成
す
る
の
に
、
改
修
工 

事
完
了
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
二
年
の
日
が
過
ぎ
て
し
ま
い 

ま
し
た
。 

第
一
作
の
客
殿
建
立
の
軌
跡
の
時
と
違
い
、
今
回
は
苦
労 

し
ま
し
た
。
と
言
う
の
は
、
第
一
作
の
時
は
、
初
め
か
ら
本 

を
作
成
し
よ
う
と
考
え
本
の
構
成
を
最
初
に
決
め
、
そ
れ
に 

沿
っ
て
七
年
間
写
真
を
日
々
撮
り
な
が
ら
、
暇
な
時
を
見
つ 

け
て
は
、
製
本
を
編
集
し
つ
つ
、
平
成
二
十
一
年
四
月
五
日 

客
殿
完
成
の
三
日
後
に
は
、
あ
と
が
き
を
残
し
完
成
し
て 

い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
こ
の
一
ヶ
月
集
中
し
、
全
て
手
作
業
で
四
百
部
を 

大
黒
と
二
人
で
、
た
だ
で
作
り
ま
し
た
。 

も
う
一
度
読
み
返
し
て
み
る
と
当
時
を
思
い
出
し
ま
す
。 

亀
山
建
設
の
古
田
棟
梁
・
藤
吉
さ
ん
・
山
田
さ
ん
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
客
殿
委
員
で
あ
る
諸
岡
春
男
様
、 

客
殿
建
立
に
引
き
続
き
本
堂
の
改
修
検
査
に
何
度
も 

立
会
っ
て
頂
き
技
術
ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

皆
様
の
お
力
を
頂
き
、
無
事
本
堂
改
修
工
事
を
完
成
し
た 

こ
と
を
心
か
ら
喜
び
編
集
後
記
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 


